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1第興
で］ 2X't（4C-3）x+2にC-11=0...D
( I ) C-1のとき、Dは
2が t X - 1 0 = 0 となる。
（2×+5）（x-2）=0
万 i う

X=-E，2
（2） に 2 のとき、Dは

2が + 5 × - 5 = 0 となる。

X =
一※ーー
05
- キ

t=TTE として . が、彔。二 t
- サ

8くなく9より、 M=Iン
（3） Dを解くと、解の公式の根号の中身は

（4C-3に 812にいい）
= -16c +97 ← これが平方数となればOK.



そのような c > 0 は .
に 1.3，6 で_3隻。

［2］

［
5夾国
立

H

F G

い） s i nA = Utwseti
こきい

△ ABC =I-6・5・f =Is夕4
AI-6，AD=5， s i n L I AD=sin（100-<AB）

= s i n L CAB より、

△ A I D = 0 A B C 二 旦 ツテ



※ い

（2） s，-52-Sid（で+c2）
余弦定理より、
d = I t c ' - 2 b c c o s A

i . G - 5 - S = - 2 b e c o s A

よって、|0と
A<90°のとき

負：

!

，、

A=90°のとき 0：00
900<A<1800のとき

正・一.Be

!

（3） 正弦定理より. I T 二 shp = f t = 2 R なので、
不接円半径

に I h c s i n A = Tdc

YT i E c a s i n B -_-とし

た = I a b s i n C = 9たが となる。 よってBy



※
（4） o k As90°のとき

I D 〉 B C : Iネ ←余弦定理とcosL I AD O ,
c o s a CAB70より

S i n L I A D = s ina .CAB と
正弦定理より.
（△AIDの
外接円の半径）= siPTI.PT=

（△ABCの
外接円の半径）

20--1

よって 鋭角三角形のとき、 外接円の半径が最小のものは △ABC
De，、

Cが鈍月のとき、上の議論と同様にして.
（△（GHの外接円の半径） <（oARCの外接円の半径）と
なるので、 外接円の半径が最小のものは △（GH

!

、



1第學
［i］ 外

"

ド= 景、
ピッ

"

= 義
い） 平均速度咊ウ = x z：

!

p

タイム= パオ」 →
ここに注目

（2） x E2，40， Z E 4.80

条件より傾きは-2，
Z = - 2 X t a として、 12.05，4.70） を代入すると，

a 8 .8 0

よって Z = - 2 × + FI → 功

万
Z E 4.80 より - 2 1 / + 8 . 8 0 E 4.80

x Z 2， 0 0

よって竿病× E 2 . 4 0

y= x z = -2X'+ F X
=-2（x-ザ+24が
→ 最大になるのは X=220--4コサ



このとき Z = - 2 × + F
= 4.40ns シスと

タイム Fz 二 、器 = 1 0 . 3 - i R y

［2］ （1） @ i正しい
① ： 1990年度が反例
② ：正しい

→ ①'

!

タチ

③ ： 1975→1980が反例
④ i 正しい
⑤ ：正しい

に） 1 9 8 5 i 第1次産業は0～30%に分布 に5%超えている）
" ！※彫濱學20%未満

→

2 . y . g g ，第1次産業は0で%に分布

→

!

〒

第3 " ！畛※遼學65%未満
（3） （土） 弱くなっている

I I） 強くなっている
四） 弱くなっている

→

!

ト

（4） 上下に引っくり返したような形になるので、22，
こりゃ時間との戦いですね-.-



1第學
い） （i) A i

3C.×II）に）？J

B ： 3 G x(f）（ifIT

#

-

ない

!

（ii) P(w）=※-9
3

in）=""#"=蕪=金椚
に（B）= 呦かが二章二金竹サ

シ
（2） 上式より 各器=E=Bとなり、ロス
（3） Cからちょうど1本当たりを引く確率は、

3 1 .州 ×（非 T
PMT= i j =韭セソタケ行



（4） Dから ちょうど1本当たりを 引く確率は、

3G×（かげ）に は、_
ここで それぞれの箱から ちょうど1本当たりを 引く確率で
ある . f , I , t . T T の 大小を比べればよく.

⑦

"

D

"

① = 0 . 3 7 5

⑦ 二 0 .4 4 4 - . - より . B , C . D , A の順に|D = 0 . 4 2 1 - . -⑦ =0 .384
確率が高くなる。：8？
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④ +50
；

が

$

-3

い） 15x-3y = |

x + y = 5

→ （x.は）=今翏
（2） 5 x - 3 Y = 8|5.（2×8）-3.（3×8）=8

辺々 3 1いて
51×-2×8）=3（y-3×8）
として 互いに京'-

X = 2 × 8 +

3Fゥ
|y=

3 × 8 +II と表せる。

O E y<5を満たす kは k=-4のみ。
このとき （x.る） =（4， 4）

テ ラ
→

サイコロは 8回投げる
ニ、

（3） 偶数が3回出た時点でPoに戻っているので、
上の（x.は）=14.4） の X は 3削れる。
よって.（x.が今努でも Psに移動でき、合計う回。



（4） 13）の議論より、
（x,y）=12，4） となるものがあれば、
それが最も 大きい 最小回数に6回）となる。
このとき 5 X - 3 y = 1 0 - 1 2 = - 2

つまり. P ls に 位置する。 → 点は
早、

回数は全
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i .

%

PD :DC=35より、 BD=4×f=二所
浩ら熈は篊）2

=韭ウ功
方べきの定理より、

A D - D E = B D ' D C

DE=噐=If
よってAE=AD t DE=2

!

が

PからABに引いた垂線の足をHとすると.PH=r
ここでPH:AP=DB:AD（△AHPに△ABDより）より

AP=If と求まる。 h



また、PFは0の中心を通るので、
P G = 5 - P F (Aに5が直径）

!

だ

方べきの定理より

A P P E= FP・PG
A r .には f r） = r.15-r）
1 0 r - 5 は = 5 r - r 2
4に = 5 r
「進が

内接円の半径 r'とすると .

Er'（3+4+5）=I-3.4
にシン

A

；&→ A が F i に平方の定理より）

=Eス
B DYE

C

また、AP=AFTAより.

"

から AH=ft×f=

!

y



ここで .
. AH×AB =E×3-. E
. A

"

A D
= A X I A = E

・ A A Y A E > A A Y A D より、

方べきの定理の逆を用いて
幷は B . D， 0を 通る 円周上にあるが .

" B , E , Q " にはない。→Deny


